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損害防止サーキュラー No.09-09 
 
 
退船操練中の救命艇の着水 
 
 
船上の救命艇操練時にて救命艇による事故の発

生が続いている。 
 
こうした操練に参加する船員へのリスクを最小限

にする一助として,IMOのMaritime Safety 
Committeeは退船操練時の救命艇の着水を律す

るSOLAS regulation 
III/19.3.3.3の適用を明確にすることを決定してい

る。 
 
規則は、個々の救命艇について少なくとも3ヶ月

毎に一度退船操練を行い、選任した運航乗員に

よって水上に着水させ操艇するように要求してい

る。 
しかし、Circular MSC. 1/Circ. 
1326は規則は前述の通りに救命艇を着水させて

操艇することを要求しているけれども、着水時に
選任の運航乗員が救命艇に乗艇することを要求
していない。 
 
Committeeはそれゆえに船長が全ての安全性の

面を考慮し、かつISM 
Codeのparagraph5.5によって船長に与えられた

権限に従い救命艇が選任の運航乗員を乗艇させ

て着水すべきであると考慮しない限り、選任の運

航乗員が着水時に救命艇に乗艇することを要しないことに同意している。 
 
2009年9月1日より11月30日の期間、Paris MOU (Paris Memorandum of Understanding on Port 
State Control) とTokyo MOUのPort State Control regionが救命艇に関するConcentrated Inspection 
Campaign (CIC)を開始する。Indian Ocean MOUやBlack Sea MOUのregionのPSCもまた参加する。 
 
 
MSCのCircular 
1326における説明は、救命艇に関するCICに関っているPSCのofficerによっても又、注視されるべきであ

る。 
 
組合員に対するGardの一般的なアドバイスは、IMOがsafe on-load release 
hooksへの詳細な新要件を準備するまで、そして現存のhooksがこうした新要件に対応することが証明さ

れるまで、乗組員は操練中に救命艇を下降しあるいは巻き上げている際に乗艇すべきではないとの事で

ある。 
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Gardは又、Loss Prevention Circular no. 02-
08を参照している。操練中の救命艇の事故、どのようにこの問題を本船上で取り扱うかに関する一般的な

アドバイスを提供しており、2008年2月に発行されている。 
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